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【司会の⾔葉】 
⼤腸癌治療ガイドライン 2019 のクリニカル・クエスチョン（CQ19)によれば”遠隔転移巣
切除後の補助化学療法は推奨されるか？”に対して、「肝転移治癒切除後の術後補助化学療法
を⾏うことを弱く推奨する」と記載されています。このように肝転移根治切除例に対する
補助化学療法を標準治療として⾏う確固としたエビデンスは認められていません。しかし
ながら Stage III に対する補助化学療法の有効性が確⽴している現在，Stage III よりも再発
リスクが明らかに⾼い Stage IV に対する補助化学療法を実地臨床の場で実施することは容
認されるべきものと考えられています。同じくガイドラインでは「遠隔転移切除後の補助
化学療法の最適な治療レジメンは現時点では確⽴していない」とあります。本ワークショ
ップでは各施設での⼤腸癌やその他の転移性肝癌に対する肝切除後の補助化学療法に関す
る新しい試みと治療成績を提⽰し議論していただきたい。 


